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会社設立・経営を通して実践力・創造力・起業家精神を身に付け、グローバルに活躍するビジネス

リーダー育成プログラム 

 

岐阜県立岐阜商業高等学校 田中 英淳 

 

１．事業の概要 

（１）研究開発課題名 

  『会社設立・経営を通して実践力・創造力・起業家精神を身に付け、グローバルに活躍するビ

ジネスリーダー育成プログラム』 

～Ｂｅ ｔｈｅ ＣＥＯ Ｐｒｏｊｅｃｔ（「生徒全員が社長」プロジェクト）～ 

 

（２）研究の目的 

高等学校における商業教育は、机上での知識・技術の習得に留まらず、生徒が社会に出てか

ら活用できる知識・技術、能力・態度を育成する「実学」として推進を図る必要がある。研究

事業を通して、本県のみならず、我が国の次世代の産業界を担う人材育成の視点から、将来の

経営者としての素養を涵養し、産業の活性化を図る牽引者としてリーダーシップを発揮すると

ともに、様々な課題を自らの力で解決しながら生きていく強い意思をもった生徒を育成する。

そのために、これまで以上に、地域との連携・交流による実践的教育や外部人材を活用した授

業を充実させ、実社会や職業との関わりを通して、高い職業意識や規範意識、コミュニケーシ

ョン能力等に根ざした実践力と、経営管理能力を養成する。 

  

（３）目指す生徒像 

①基礎的・基本的な知識・技術、社会人としての資質を確実に身に付けた上で、ビジネスの知識・

技術を実際の経営活動における様々な場面で、主体的に活用する生徒 

②創造性豊かで斬新な発想を創出する能力と経営管理能力をもつ生徒 

③自ら学ぶ意欲、自主的に行動する力、課題発見力、課題解決力をもち、ビジネスを新たに創造

する起業家精神をもった生徒 

④多様な文化や価値観を理解し、ビジネスの諸活動に外国語を活用できる能力をもった生徒 

⑤将来、国内外において、グローバルビジネスリーダーとして社会貢献するという高い志がある

生徒 

 

（４）実施体制（校内組織） 
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２．具体的・特徴的な実践研究内容 

（１）会社設立に関する指導の工夫改善 

本校同窓生やＰＴＡ元役員が、生徒の体験的学習の場として、実践的な経営を学ぶ(株)ＧＩＦ

ＵＳＨＯを設立した。生徒は、設立に必要となる書類の作成等について、外部講師を招聘し学習

した。なお、本稿においては、会社経営等の体験について、より分かりやすく記述するため、便

宜的に、生徒が実際に会社を経営し、種々の事業に従事しているように述べる。 

（２）企業経営等に関する指導の工夫改善 

企業経営等を体験的に学習するため、校内に次の模擬経営体制を設け、生徒はその組織で企業

経営等について実践的な活動を行う。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 株主総会 

平成２８年４月２８日の株主総会において、株主総会に関する実践的・体験的な学習を行っ

た。ここでは、役員の承認、各事業部長の紹介、事業計画の説明、取締役の紹介を行い、記念

すべき第一歩を踏み出した。全校生徒が集まる場において、各事業部の業務報告を行う。 

決算株主総会に関する学習は、本年２月の課題研究発表会にあわせて実施する。 

イ 持株会 

持株会は株主の代表が集まって、意思決定を行う会義として位置付け、各ＨＲから「会社運

営委員」を選出する。持株会は、会社運営委員、部活のキャプテン、各事業部長により構成さ

れる。持株会では、業務報告、経営方針の検討等を行い、月 1回定期的に開催する。 

ウ 企画経営会 

企画経営会を最高経営会議として位置付け、ＣＥＯ（最高経営責任者：chief executive 

officer）等の役員は、ＬＯＢ部（leader of business 部）部長や部員が務める。２年目以降

は生徒会長のように生徒の立候補により選出する。 

エ 事業部等 

会社の運営は、事業部制を採っている。流通ビジネス科は「販売事業部」、情報処理科は「Ｉ

Ｔ推進事業部」、会計システム科ＦＡ類型は「財務経理事業部」、ＭＡ類型は「学内販売事業部」、

国際コミュニケーション科は「グローバル推進事業部」となる。主に３年生の科目「課題研究」

や「総合実践」において活動を行う。この他にも、特別事業部等の組織を設けている。 

(ｱ) 販売事業部 

１・２年生の科目「マーケティング」や「広告と販売促進」で学習したことを生かし、販売

事業部の活動（販売商品の選定、仕入、価格交渉、販売促進活動、販売、検証等を各クラス２

回）が、これまで学習した知識・技術の実践的な活動となり、生徒の主体的に問題を解決する
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資質や能力の育成につながり、豊かな人間性を育成するとともに、起業家精神、コミュニケー

ション能力等を伸長し、地域に根差した産業人の育成を図った。夏季休業中に試験販売を行い、

試験販売から得られた問題点を改善し、秋冬販売に挑戦した。 

(ｲ) ＩＴ事業部 

   インターネット上での販路を開拓するために楽天市場に出店した。その際、出店するために

必要な手続きを理解するために、すでに楽天市場に出店している企業に依頼し、出店手続きに

ついて学び、（株）楽天等の協力を得て出店申請を行った。その結果、昨年１２月に開店し、オ

リジナルタオルの販売からスタートした。しかし、発送コスト等をどう抑えるか、どのように

楽天市場に集客し、販売するかなどの諸問題を抱えながらのスタートとなった。開店後、すぐ

に一般の方からの注文があり、幸先の良いスタートを切ることができた。 

(ｳ) 財務・経理事業部 

簿記会計の知識・技術を生かして、財務・経理事業を実施している。「売上・入金処理フロー」

及び「仕入・支出処理フロー」を作成し、納品書等の書類を整理し、取引ごとに伝票の起票を

行った。財務・経理事業部長が点検した後、会計ソフトに入力し、勘定科目の分類等、処理に

困ったことは勝手に判断せず、税理士の指導・助言を受けてから会計処理を行った。月次決算

を基本としていることから、月次決算書類を作成し、毎月の持株会で報告を行った。   

(ｴ) グローバル事業部 

グローバルパートナーシップ協定を締結したソンイルｅビジネスハイスクール（以下「ソン

イル高校」という。）との協働実習を行った。ソンイル高校とは、３泊４日の日程で生徒が相互

に訪問しており、本校生徒は、ソンイル高校で日本の商品を販売するとともに、ソンイル高校

の商品の販売方法を学んだりしている。今年度から単なる交流だけでなく、商品の輸出入を行

うことになったが、商品の発送方法や代金の決済方法、両替など様々な問題があり、半年以上

かけて協議し、本年１月から地元大型商業施設にて、韓国からの輸入商品を販売する。 

(ｵ) ＬＯＢ部 

既存の物販を専門としていた「ベンチャーズ部」と調査・研究・発表を専門としていた「マ

ーケティングリサーチ部」を統合し、「ＬＯＢ部」とした。これまでの活動を総合的に行うとと

もに、株式会社設立に向けた取組、企業と連携した商品やサービスの開発、国内外の専門高校

との連携、会社運営の中核を担う学習をすることを目的に設立した。 

 これらの事業部等ごとの学習とともに、次の学習も並行して行った。 

〇ビジネス企画・商品開発アイデア創造授業 

アイデア発想法の専門家を講師として招聘してアイデアを創出するための方法を学習し、

新商品企画・開発を実施した。１年目は７回にわたって実施、２年目には４回実施、３年目

には希望者を募り２回実施した。このアイデア創出法を活用して新商品企画・開発が行われ

る機会も増えた。また、全校で応募する日本政策金融公庫主催「高校生ビジネスプラングラ

ンプリ」等も活用している。 

〇デザイン工房 

販売促進のための広告、商品パッケージデザインの企画及び制作を手掛けることを目的と

した「デザイン工房」を部内に立ち上げ活動を開始した。販売活動で展示するポスターやＰ

ＯＰ広告等の制作ができるようになるとともに、外部からの制作依頼も受けるようになった。

県からの委託を受けて、授産施設で製造された商品の販売促進を行っている企業や社会福祉

協議会と連携し、販売会のポスター制作も行った。 

〇利益の獲得・売上を伸ばすための研究と実践 

近隣の大型商業施設と本校の間で連携協定を締結し、定期的な販売実習と販売促進を兼ね

た活動を紹介するイベントを開始した。 

〇株式会社の企画と経営 

株主総会を運営し、各執行役員の承認及び会社の様々な経営施策の方向性を示すとともに、
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模擬経営校内体制における執行役員、事業部長を選任し学校全体での会社運営の学習が始ま

った。毎月の持株会を実施するとともに、社内報（毎月発行）により、全生徒に周知を図っ

た。また、社訓、社是、経営理念を決定した。 

（３）学習評価の工夫改善 

株式会社経営の体験活動を通して生徒の多様な能力評価を行うために、連携先である中央大学

商学部から御指導をいただき、評価項目を作成し、評価を行った。 

当研究では、生徒に育成する能力として、「コミュニケーション力」、「問題解決力」、「知識獲得

力」、「組織的行動能力」、「創造力」、「自己表現力」、「多様性創発力」の 7分野、３１項目を設定

し、各項目ごとにレベル０からレベル４で段階分けした評価基準を設けた。 

 〇ルーブリックによる生徒の多様な能力評価（一部抜粋） 

  「コミュニケーション力」 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果と今後の課題 

（１）成果 

生徒の意識の変化について調査したところ、次のとおりとなった。これらのことや日頃の生徒の

様子から、模擬的な体験実習ながら、会社の設立過程や経営活動に生徒が主体的に参画することに

より、商業に関する専門性の深化を図ることができたと考えている。また、地域における企業と協

働でビジネス活動を展開することにより、実際のビジネス活動の厳しさ、利益を上げる困難さ、消

費者ニーズを的確に把握するマーケティングの実証性と検証の必要性、コスト意識など、会社経営

を肌で感じることができ、商業で学習した知識・技術を総合的に活用することで学習意欲を高め、

自ら学ぶ意欲を向上させることができた。更には、将来、地元において起業をしたり、地元企業に

就職し地域経済の発展に貢献したりしようとする意識も高まった。 

このように、実社会における企業の経営活動を生徒が主体的に体験することにより、経営管理能

力を養うとともに、学校で習得したビジネスの知識・技術の更なる深化を図り、また地域社会の貢

献に寄与しようとする態度を育成することができた。 

○生徒の意識調査 

 商業で学んだ知識・技術を経営活動に活用することができましたか。（現３年生対象） 
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 自ら課題を発見し、経営活動を行うことができましたか。（現３年生対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 あなたは、将来、地域経済の発展に貢献したいと考えていますか。 

（現３年生対象）            （全校生徒対象） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の課題 

当研究の育成したい生徒像の中に、「多様な文化や価値観を理解し、ビジネスの諸活動に外国語

を活用できる能力」、「将来、国内外において、グローバルビジネスリーダーとして社会貢献すると

いう高い志がある生徒」をあげている。３年間の研究においては、国内の活動に留まり、次の生徒

の意識調査にも表れているとおり、グローバルな視点で地方創生を担える人材の育成には至ってい

ない。 

そのため、本年２月に地元(株)十六銀行と「地方創生を担う人材の育成に関する協定」を締結予

定である。この連携協定は、(株)十六銀行と本校が緊密に連携し、互いの人的資源を活用し、岐阜

県の地域経済の発展を図ることを目的としているものである。この連携では、海外関連セミナーへ

の参加や留学生との異文化交流会の開催が企画されている。当研究で培った連携を更に発展させ、

国際的な広い視野をもって積極的に国際社会と関わり、地方創生に資する人材育成を進めていきた

い。 

本研究での株式会社経営については、実践的・体験的な学習活動の一環として実施しているもの

であり、株式会社経営の学習の進め方等については研究の途上であり、引き続き研究が必要である。 

 

○生徒の意識調査 

 あなたは、将来、グローバルに活躍したいと考えていますか。 

 

 

 

 

 

 

 



５年一貫教育の特徴を生かした、看護専門職者を育成するための先進的なプログラムの研究開発 

～「豊かな人間性」「確かな知識・技術」「科学的思考・判断力」と「生涯学び続ける力」を育てるために～ 

 
                              埼玉県立常盤高等学校 教諭 守屋 有紀 
                                         教頭 有賀 弘一 
１．事業の概要 

「専門職」と呼ばれる職業人にとって『実践能力』と『研究能力』は、必須の能力であるととらえられている。

高度化する医療に対応しうる看護実践能力と研究能力を備えた人材を育成することは、「看護専門職者」を養成

する本校の使命である。本研究では、看護専門職者に求められる力は、新たな医療技術の進歩や社会の変化に柔

軟に対応するために必要な「生涯学び続ける力」であるとの仮説を立て、様々な取組を行っている。「生涯学び

続ける力」は、その要素である広い視野に立った看護観を育てることを目指した「豊かな人間性」、臨床に即し

た看護実践能力を育てることを目指した「確かな知識・技術」、看護の探求、研究的態度を養うことを目指した

「科学的な思考・判断力」における各取組で身につけた力を基盤とし統合することで、新たな課題を発見し自ら

解決する力になるものと考えている。本研究での取組を通して「生涯学び続ける力」を身につけ、社会の第一線

で活躍できる専門的職業人を育成することを目的としている。そのために、これまでの教育活動を見直すととも

に、これらの力が身につくようなプログラム開発を行うことに重点を置いてきた。 
今年度は、３年目としてこれまでの実績をもとに、シラバスの中に位置づけた各取組がこれまでの教育活動を

深化させることを目指した。また、それぞれの取組において鈴木敏恵氏による「プロジェクト学習で身につく力」

30 項目１）を参考にして「育てたい力」を設定し（表１）、評価を行ってきたが、生涯学び続ける専門職者を育て

る取組を相対的に評価する指標として、新たに「ＳＰＨで身につく力～実習ルーブリック～」を作成した。 
表１ ＳＰＨにおける取組 

「豊かな人間性」では、「夏休み地域活動体験」として、コミュニケーション力を養うこと、異年齢との交流

を通して、礼節を学ぶことや、相手の立場に立って考える豊かな人間性を養うことを目指した。活動としては、

ボランティア活動や、社会資源のリサーチなど地域における活動を行っている。また、専攻科で先行的に実施し

た「ライフステージからみた生命倫理に関する授業」では、各領域で行われている生命倫理に関する授業の進め

方を統一した。授業のスタイルを倫理的ジレンマを感じる様な事例を提示し、一人一人が考える時間を持った後

に、グループで意見交換を行うという共通の形にした。 
「確かな知識・技術」では、ＩＣＴを活用した授業や協調学習、シミュレーションの手法を用いたアクティブ

ラーニングによる授業を多く行い、生徒が積極的に授業に参加し、意見交換する様子がみられた。また、教材と

して、看護技術に関する本校独自の映像を作成し、タブレットやスマートフォンでの視聴を可能にし、生徒の主

 豊かな人間性 確かな知識・技術 科学的思考・判断力 生涯学び続ける力 

（
評
価
の
視
点
） 

育
て
た
い
力 

 

・社会への参画力 

・事態への対応力 

・礼節 

・共有する力 

・時代の事象を見る力 

・情報の取捨選択力 

・自己決定力 

・状況判断力 

・情報活用能力 

・学年に応じた看護技術・知

識 

・臨地のイメージ力 

 

・論理的思考 

・科学的視点 

・文献検索力 

・クリティカルシンキング 

・イメージする力 

・課題発見力 

・課題解決力 

・コミュニケーション力 

・プレゼンテーション力 

 
 
取 

組 

1.地域活動体験 

・夏休みボランティア活動

体験 

・復興支援ボランティア・ス 

タディツアー 

2.看護観を育てる取組 

・倫理に関する特別授業 

・花を育てる取組 

1.ｅ-ラーニングによる授業 

2.学年に応じた看護実践能

力の客観的評価法の開発 

3.専門家による特別講座 

・「放射線特別講座」 

・「認定看護師特別講座（が

ん看護、呼吸器アセスメン

ト、災害看護）」 

1.実験的要素を含んだ学習体験 

2.看護研究方法の系統的な指導 

・文献検索、クリティーク 

・看護研究計画書 

3.大学との連携による専門性の

高い学習 

・「大学連携講座（栄養学、薬理

学、基礎看護）」 

1.プロジェクト学習 

・避難所・環境整備プロジ

ェクト 

・看護技術のエビデンスを

確かめるプロジェクト 

・ヘルスプロジェクト 他 

2.ポートフォリオの活用 

・キャリアポートフォリオ 



体的な学習に活用した。新たな取組として、生徒が

看護技術の習得とその成長を自ら確認するツールと

なるように学年毎に看護技術の到達度を設定し、実

技コンテストや実技テストを通じて技術の定着を図

った。 
「科学的な思考・判断力」では、実験的要素を含

んだ授業を展開し、文献検索の方法や、基礎的なデ

ータ処理、初歩的な看護研究の指導を行ってきた。

論文を読むことで、研究的な視点や態度の育成を図

っている。 
本校の研究の仮説として「生涯学び続ける力」は

各々の生徒が持つ「豊かな人間性」「確かな知識・技

術」「科学的思考・判断力」を統合する力と捉えてい

る。本校では、「生涯学び続ける力」を育成するため

に「プロジェクト学習」を取り入れ、このプロジェ

クト学習を通して自ら課題を発見し、その解決方法

を導き出し、それを他者に伝えるという一連の思考

活動を繰り返し行うことで身につく力が、「生涯学び

続ける力」につながると考えている（図１）。          
 
                                            
２．具体的・特徴的な実践内容 

様々な取組の中から 3 つの主な取組について報告する。       図１ 研究のイメージ図 
（１）「豊かな人間性」を育てる取組～復興支援ボランティア・スタディツアー～ 

ＳＰＨの指定時より「地域活動体験」の一環として、夏休みに４日間の「復興支援ボランティア・スタディツ

アー」を行っている。連携協定のある「聖学院大学」、「聖学院高校」と本校の合同企画として８月５日（金）～

８日（月）の４日間、岩手県釜石市、宮城県気仙沼市を訪問した。今年度は、対象をこれまでの高校３年生、専

攻科１年生に加えて高校２年生までとし参加を募集したところ、常盤高校からは高校２年生７名、高校３年生７

名、専攻科１年生３名の合計 17 名の参加者が集まった。「常盤ならではのボランティア活動を提案するプロジェ

クト」の３年目の活動は「自分で感じる（1 年目）」→「考えを深める（2 年目）」に引き続き、「みんなに広げる」

を目標とした。聖学院大学の大学生によるプロジェクトリーダー会議に企画の段階から参加し、釜石の方々のニ

ーズを把握し、それに合わせて常盤高校生が自分たちにできることを考え、子どもとの遊びイベントにおいて４

つの企画を実施することができた。訪問の後には、活動から学んだことや、「防災意識を高めたい」という生徒 

 
図２ 生徒がボランティア・スタディツアーの後に提案したこと 



からの提案をまとめた報告書を作成し、校内のみならず地域での報告を行った（図２）。 
図３、４は、ボランティア・スタディツアーの報告を聞いた高校１年生から３年生に実施したアンケートの回

答である。90％以上の生徒がツアーの報告を聞いて、被災地への理解が深まり、機会があれば行ってみたいと考

えていることが分かった。また、被災地への関心を持っており、機会があれば何かしたいと考えている生徒も多

いという結果から、このツアーの３年目の目標である「みんなに広げる」は、達成したと考える。 

  
    図３ 報告を聞いた生徒のアンケート結果①        図４ 報告を聞いた生徒のアンケート結果② 

これに関連し、ボランティア・スタディツアーで宮城県を訪れた成果を活かし、少しでも多くの生徒に被災地

を訪れる経験をさせるために、今年度は、専攻科１年生が宿泊研修で宮城県仙台市に行った。閖上地区、荒浜地

区で語り部より体験談を聞き、石巻赤十字病院の看護師より「病院における災害看護の実際」についての講義を

受けるなどの経験をした。生徒の感想には、「知らないことが多かった」「実際に行ってみないとわからないこと

がある」との声が多く聞かれた。今年度は１泊２日であり、移動に要する時間も長く十分な研修の時間が取れな

かったが、実際に現地を訪れることにより得られる学びが多いことから、次年度より専攻科１年生の宿泊研修と

して宮城県に行き、２泊３日で実施する予定である。 
 
（２）「確かな知識・技術」を育てる取組～ＩＣＴを活用したアクティブラーニング～ 

看護のデジタルコンテンツ「ナーシングスキル」による予習を前提とした授業を展開し、自ら根拠を考えて学

習する習慣をつけさせることを目指した。導入当初からの課題であったデジタルコンテンツの内容と本校の授業

内容との違いによる生徒のとまどいについては、デジタルコンテンツの動画を差し替えた。具体的には、「基礎

看護技術」の７つの単元（表２）において動画や静止画を独自に作成し、既成のコンテンツを本校の授業や教科

書に合わせた内容に改編し、本校用にカスタマイズすることで解消した。動画を作成する上で工夫したことは、

教えたいポイントを生徒がイメージしやすいように見える化を意識して撮影し、思考を深め根拠を考えながら手

順書が作成できるようにした。生徒が事前に動画を視聴し演習に臨む事で演習にかかる時間が短縮し、授業時間

を有効に使えるなどの効果があった。また、これらを活用することで、生徒が自分のペースで予習や復習を行え 
表２ 本校独自のデジタルコンテンツ 

学年 項目 内容・活用方法 

１年生 ベッドメーキング（動画） ベッドメーキングの一連の流れ（1人で作成・2人で作成）、下シーツの角の作成のポ

イント等を撮影した。授業中や自宅で視聴し、自主練習に役立てる。 

２年生 血圧測定（動画）（静止画） 血圧測定の一連の流れ・減圧方法のポイント・コロトコフ音等を撮影した。 

無菌操作（動画） 授業のデモンストレーションと同様の内容を撮影した。生徒は校内演習前に、動画を

視聴し手順書等の作成をし、演習に臨む。 

病床環境の調整・安全を守る技術 

（動画）（静止画）  

授業で提示した事例のベッド環境を静止画と動画で撮影した。生徒は自宅等でそれを

視聴し、事前課題を行った上で、授業に参加する。 

一時的導尿（動画）（静止画） 授業のデモンストレーションと同様の内容を動画で撮影した。 

患者の準備、無菌操作での物品準備、消毒方法、カテーテルの挿入方法のポイントな

どを、校内演習で使用する物品を用いて動画、静止画で提示した。生徒は校内演習前

に視聴し、手順書等の作成をし、演習に臨む。 

注射（動画） 授業のデモンストレーションと同様の内容。テキストで不足している部分や細かい手

技などを強調し、演習前の手順書作成や実技のイメージ化をさせ、演習に臨む。 

３年生 

 

点滴施行中患者の寝衣交換（動画） 

 

生徒が、点滴施行中患者の寝衣交換について手順書を作成し、その方法をグループワ

ークを行い練習した。その後に、教員のデモンストレーションを一例として動画で撮

影した。動画には「技術の到達度」に基づき、考えて欲しいポイントをテロップで提

示した。 



るようになったことがアンケートの結果（図５、表３）からみえてきた。タブレットを用いた活動では、生徒が

お互いに実際の様子を撮影し、自身の技術を振り返り技術の向上に役立てたり、グループワークの資料の検索ツ

ールとして活用した後に授業に参加するなど、反転学習の取組も始めた。また、ＩＣＴを活用した協調学習や反

転学習、シミュレーション教育など、アクティブラーニングによる新たな指導法を取り入れるために、教員間で

情報を共有しながらスキルアップを図った。具体的成果として、お互いにアドバイスをし合いながら教材研究を

進めたり、他の教員の授業を見学に行くことで、学年や領域を超えた情報交換の機会が増加した。その結果、新

たな教材を開発でき、これまでの学習法との置き換えや関連づけについて検討するなど、教育内容が充実した。

カスタマイズした動画を用いた授業を多く実施した、高校２年生に対して行ったアンケートの結果、「技術の向 

上に役立ったか」では 97.4％、「知識の向上に役立ったか」では

96.2％と肯定的に回答していた。自由記述では、61.5％の生徒が

「イメージ力」と記述した。これらより、動画を活用することに

より「イメージ力」がつき知識と技術が向上したと考えられる。 

   表３ ｶｽﾀﾏｲｽﾞしたﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂによる反転学習後のｱﾝｹｰﾄ結果 

  
図５ カスタマイズした動画のｱﾝｹｰﾄ結果 

 
（３）「生涯学び続ける力」を育てる取組～自ら学び、課題解決力を身につけるプロジェクト学習～ 

本校では、全学年がプロジェクト学習に取り組んでいる。今回は、その中から高校 1年生と専攻科 1 年生の取

組を報告する。 

高校１年生は４月～12 月にチームプロジェクトとして、「避難所・環境整備プロジェクト」を行った。災害時

に学校の体育館が避難所となったことを想定し、そこに集まった人達が「その人」にとって最適に一晩を乗り切

る方法を提案するというものである。生徒たちは、避難所に集まる人を「リアル」に想定し、「その人」の日ご

ろの生活状況や避難所での困りごとを考えた。この学習活動は、「基礎看護」に位置づけ、基礎看護の学習と並

行してプロジェクトを進められるよう工夫した。「日常生活と看護」に関する講義の後に、生徒が想定した「そ

の人」はどのような状況にあるのかを考えさせる時間を取りプロジェクトを進めたことで、学習内容の理解の深

まりと「その人」のイメージ化を図ることができた。 
専攻科１年生では、「疾患を抱えていても"その人"らしく働き続けてほしい」という願いのもとに、「自らの健

康をコントロールし改善する方法」を提案するプロジェクトを行った。ここでも対象をリアルに想定し「その人」

が、疾患を抱えていても自分らしく働き続けるために必要

な社会資源を考え提案した。夏休みには実際に「その人」

が住むと想定した地域に、リサーチに行き、有用な社会資

源を考える機会をもった。専攻科１年生では、人を理解し

かかわろうとする人間性や、これまで学んできた知識・技

術を活用して、「その人」にとってよりよい方法を考え判断

する力が求められるプロジェクトであった。 



 ２つのプロジェクトのプレゼンテーションは合同で実施し、地域の方や、病院関係者、保護者に公開した。ま

た、高校３年生がプレゼンテーションの運営にあたった。３つの学年が関わる異学年交流の形式として企画した

この公開プレゼンテーションを通じて「次の学年では自分たちが行う」という目指す姿が見え、生徒のモチベー

ションが向上したと考える。プロジェクト学習をツールとして生徒たちが主体的に取り組むための様々な活動が

作り出されている。 
 
３．成果と今後の課題 
（１）ＳＰＨの取組による生徒の変容 

 ＳＰＨ全体の取組による生徒の変容を評価するための客観的な指標として、全体の鈴木敏恵氏による「プロジ

ェクト学習で身につく力」30項目１）を「育てたい力（評価の視点）」として評価を行っている。また、生徒自身

がその成長を自ら確認するための指標として、「育てたい力」をもとに、臨地実習の場面における姿（ありたい

像）として目標を設定し、「ＳＰＨで身につく力～実習ルーブリック～」を作成した。 
ａ．「育てたい力」の経年変化 

各学年の終了時に 30 項目からなる「育てたい力

（評価の視点）」アンケートを実施している。「そ

れぞれの力が身についたと思うか」という問いに

対し、４段階で回答を得ている。図６は、SPH 指

定時の入学生が「身についた」と感じている割合

の経年変化をみたものである。全体を見ると、１

年生の時よりも２年生の円が大きくなっており、

２年次の方が力が「身についた」と感じている生

徒の割合が多いことがわかる。この結果は、先行

学年でも過去２年間同様の動きをしている。高校

３年生（予測値）では、円が小さくなっているこ

とから、高校１年生に比べ高校２年生は自分の成

長を実感できているが、高校３年生は、専攻科へ

の進級前ということもあり、より客観的に自分を

振り返った結果、自己評価が厳しくなると考えら 
図６  ＳＰＨ指定時の入学生の経年変化       れる。また、ＳＰＨにより、自分で考え思考を深め 

 
ることを求める専門的な取組を早期に行うため、与えられる課題の難易度が上がっていることも、影響している

のではないだろうか。しかし、教員の手応えとして、生徒たちは自分のビジョンやありたい像を自分の言葉で表

現し、目標を設定した上で、主体的に取り組むことができるようになったと感じている。これらを定性的に評価

する方法として、次に示すルーブリックを作成した。 
 

ｂ．ＳＰＨで身につく力～実習ルーブリック～の作成 

ＳＰＨの取組全体による生徒の変化を評価する指標として、生涯学び続ける「看護専門職者」を目指す生徒が

専攻科修了までに目標とする姿を、「臨地実習における行動」として具体的に示したルーブリックを作成した。

高校３年生終了時に５段階中の「３」、専攻科２年生終了時に「５」を目指すものとし、各学年の実習終了時の

姿を比較しその変容を評価することとした。ルーブリックの項目は、上記の「育てたい力」と、昨年度の職員研

修の結果からまとめられた「常盤高校が考える豊かな人間性」をもとに、「社会人基礎力２）」を参考にして独自

の指標として作成した。項目は 20 からなり、生徒が自己の成長や行動変容を臨地実習における到達度として、



客観的に適切に評価できるようにするため、５段階評価とし、各段階の評価基準を具体的な観点で示した。その

妥当性を検証するため、臨地実習をすべて終了した現専攻科２年生に実施し、その結果をもとに到達度や表現を

修正した。今後は、高校３年生の実習終了後（２月実施予定）に実施するが、評価は、自己と他者（引率教員）

で行い、その後に生徒と引率教員が面談をし、実習における自己の行動を客観的に振り返るとともに、身につい

た力の確認や今後の課題について確認していく。 
生徒は SPH による活動一つ一つを積み重ね「生涯学び続ける力」を身につけていく。このルーブリックを作

成したことで、本校が求める看護専門職者として必要な力を具現化でき、SPH 活動でどのような力を身につけ

てほしいのかという「教員の願い」を共有することができた。ルーブリックのそれぞれの項目は、SPH 活動に

おける「育てたい力」と関連しており、活動の目標を臨地実習での行動で明示したことは３年間の取組の集大成

であり、今後、５年間の目標を評価するための指標ができたと考えている。 
 
（２）シラバスに記載したＳＰＨの取組 

３年目の今年度は、これまで行ってきた様々な取組の中から、学習効果の高い活動について、授業時間内で継

続的な教育活動を実施できるようシラバスに明記した（表４）。 
表４ シラバスに記載したＳＰＨの取組 

 
 新たに追加された学習活動は、プロジェクト学習やシミュレーション学習などのアクティブラーニングや、主

体的な学習活動を支援するＩＣＴを活用した授業形態が目立つ。授業を効率的に実施するために、反転学習も取

り入れている。また、大学との連携講座や専門家による特別講義も定着してきた。これらは外部講師や大学での

授業と校内の授業の関連付けや、実験等で得たデータの活用など、既存の授業とのつながりを意識させることに

より、生徒に深い学びを促していると考える。また、シラバスに明記し、必須の教育活動としたことでさらに多

くの教員のスキルアップを図ることができた。 
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ョンなどによるアクティブ

ラーニングを実践中 
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学年に応じた技術の
統合実践の評価法の

開発

専門家による特別講
座

実験的要素を含んだ
学習体験

看護研究方法
大学との連携による
専門性の高い学習

ポートフォリオの活用 プロジェクト学習

高校１年

地域で行われている活動を
知る。年代の異なる人との
かかわりの中で相手を思い
やる心や奉仕の心を育て
る。自分の経験を他者に伝
えることができる。

基礎看護の予習復習に
ナーシングスキルを活用
し、基礎的な知識・技術を
身につけることができる。タ
ブレットを利用して看護技術
を振り返ることができる。

基礎看護における「看護技
術コンテスト」にチームで取
り組む。日常生活援助技術
を身につける。

看護に関連した学びを通し
て、科学的根拠（エビデン
ス）の大切さがわかる。

「基礎看護」に関連した専門
性の高い講座を受講し、専
門知識を得るとともに、実験
手法やデータ収集の実際を
経験する。
※大学連携講座「基礎看護
（埼玉県立大学）」

パーソナルポートフォリオを
作成し、自分が力を入れて
取り組んだことを可視化す
ることで、自己肯定感を向
上する。

プロジェクト学習の手法を身につけ
る。
「コミュニケーション力」、「プレゼン
テーション力」を身につける。
・常盤高校生に役立つ防災マニュア
ルを提案します！
・大切な人の健康を守る方法を提案
します！

高校２年

地域での活動体験を通し
て、他者を尊重する事の大
切さや、自分の果たせる役
割について考えることがで
きる。看護での学びを活か
した活動について考えるこ
とができる。

基礎看護の予習復習に
ナーシングスキルを活用す
るとともに、臨地実習時に
患者のケアに役立てること
ができる。タブレットを利用
して看護技術を振り返るこ
とができる。

基礎看護における「看護技
術コンテスト」にチームで取
組む。臨地実習で求められ
る基礎的な看護技術の定
着を計る。

臨地実習のイメージがつ
き、不安を軽減できる。認定
看護師等の授業を通して、
患者が療養生活を送る中
で、医療事故の発生を回避
するための知識・技術をイ
メージすることができる。併
せて生徒自身の危険性を
予測し、感染や放射線曝露
から身を守ることができる。
※特別講座「放射線防御」
「感染管理」

授業を通して感じた「疑問」
を出発点にして、看護に関
連した実験的要素を含んだ
学習経験を通して、看護技
術の根拠を確かめる。

文献検索の方法がわかり、
CiNii等を利用して、初歩的
な文献検索ができる。初歩
的なデータ処理ができる。

「栄養」に関連した専門性の
高い実験・実習講座を受講
し、専門知識を得るととも
に、実験手法やデータ収集
の実際について理解を深め
る。
※大学連携講座「栄養（女
子栄養大学）」

パーソナルポートフォリオの
作成

疑問に思ったことを明らかにするた
めに、自ら課題を発見し、先を想像
し、具体的に予測を立てることで課
題を解決しようとする力を身につけ
る。
・エビデンスに基づいた看護技術を
提案します！

高校３年

看護での学びを生かした地
域活動体験を行う。周囲の
状況を判断し、その場に合
わせた行動をとることがで
きる。

基礎看護の予習復習に
ナーシングスキルを活用す
る。また、臨地実習を通し
て、受け持ち患者の状況に
応じた援助を考えることが
できる。タブレットを利用して
看護技術を振り返ることが
できる。

基礎看護における「看護技
術コンテスト」に個人で取り
組む。臨地実習で求められ
る応用的な看護技術の定
着を計る。

専門家による講座を受け、
これまでの知識を関連づけ
臨地（病院・災害時）をイ
メージするとともに、専攻科
での専門家による授業への
準備を進める。
※特別講座「放射線治療」
「がん看護」「フィジカルアセ
スメント（聴診法）」

高校２年生での経験を発展
させ、「研究の問い」を意識
したテーマを設定して、実験
的な要素を含んだ学習を体
験する。

設定したテーマにそって文
献検索やクリティークを経
験する。研究計画書の作成
を経験する。

「薬理」に関連した専門性の
高い実験・実習講座を受講
し、専門知識を得るととも
に、実験手法やデータ収集
の実際について理解を深め
る。
※大学連携講座「薬理（日
本薬科大学）」

パーソナルポートフォリオを
キャリアポートフォリオにし
て継続させ、看護、医療に
関する新聞･雑誌などの記
事や書籍のリスト等を資料
化し、自分が目指す看護像
について意識啓発を図る。

発見した課題に対し、適切な解決方
法を提案する力を身につける。
・臨地実習に関するプロジェクト

専攻科１年

看護での学びを生かした地
域活動体験を行い、経験を
通して、自分なりの看護観
を持つ。

人生各期において生命倫
理における課題や問題点
があることを理解する。
※大学連携講座「聖学院大
学」

信頼関係を構築する
ためのコミュニケー
ションに関する基礎
的な知識と技術を習
得させる。
※特別講座「対人関
係」

シミュレーション教育等によ
り、多重課題の状況に応じ
た患者をイメージし、課題を
発見し、最善の解決方法や
手技を考えることができる。

「技術の統合Ⅰ」で患者を
想定した事例に合わせた実
技試験を実施する。

文献検索を十分に行い、
「食後の血糖上昇実験」を
通して、得られたデータを分
析することができる。

研究論文を読んで、クリ
ティークの視点にそって考
えることができる。文献検索
を行い、事例研究を進める
ことができる。基本的な統
計処理ができる。

キャリアポートフォリオの作
成

看護の専門職者を目指すものとし
て、自ら発見した課題に対し、適切な
解決方法を提案する力を身につけ
る。
・成人期の疾病予防、健康増進に向
けたアイデアを提案します！

専攻科２年

臨地実習において、これま
でに身につけた、倫理観や
看護観に基づいた看護を実
践する。

精神面を充実し，看
護の職業に従事する
者として、人間関係
を円滑に保つための
コミュニケーションを
実践する。

シミュレーション教育等によ
り、多重課題の状況に応じ
た患者をイメージし、課題を
発見し、最善の解決方法や
手技を考え、実施し評価す
ることができる。

「技術の統合Ⅱ」で多重課
題の場面を想定した実技試
験を実施する。

看護研究 研究計画書に基づいて本
格的に看護研究に取組み、
論文としてまとめ、発表する
ことができる。

キャリアポートフォリオの作
成

倫理に関するプロジェクト看護の専
門職者を目指すものとして、自ら発
見した課題に対し、適切な解決方法
を提案する力を身につける。
・倫理に関するプロジェクト

育てたい力
（評価の視
点）

・社会への参画力
・事態への対応力
・礼節
・共有する力

・時代の事象を見る力
・情報の取捨選択力
・自己決定力
・状況判断力

・定性評価のみ ・情報活用能力 ・新たな目標値、評価法を
学年ごとに設定する。

・臨地のイメージ力
・知識力

・評価の対象としない ・イメージする力
・課題発見力
・課題解決力
・コミュニケーション力
・プレゼンテーション力

具体的な活
動

・事前事後のグループワー
ク
・報告書の作成、文化祭で
の展示
・復興支援ボランティアスタ
ディツアー「常盤ならではの
活動を考えるプロジェクト」

・各領域でのコラボ授業
　授業方法の検討等

・コミュニケーション
力を自己評価するも
のを考える

・ICTを活用した授業の実践
・協調学習、シミュレーショ
ン教育
・ナーシングスキルの活用
・指導案の蓄積

・各学年で実施している実
技評価を年次ごとの目標を
設定し、系統立てていく。

・専門家による特別授業と、
校内の授業を関連付けてい
く

授業を通して感じた「疑問」
を出発点にして、研究的視
点で事象をとらえられるよう
導く【教員チームの活動内
容】　　　（看護研究ゼミナー
ル）
・実証研究に関する指導時
間の確保

初歩的な文献検索から始
め、学年進行とともに研究
的態度を養ってゆく
【教員チームの活動内容】
・研究指導方法の見直し
・統計学・生化学等の外部
講師との連携
・看護研究ゼミナールの運
営　・実証研究の評価基準
の検討

大学と連携した専門性の高
い学習経験をさせることで、
科学的手法についての理
解を深めさせる
【教員チームの活動内容】
・大学連携講座の設定・実
施　・大学との連携推進

・パーソナルポートフォリ
オ、キャリアポートフォリオ
を継続して作成するように
支援する

・学年ごとのプロジェクト学習だけで
なく、各活動、授業の単元などでも実
践していく。

・生徒の自己評価
　　情報を見極める力・思考スキル・論理的に考える力
・教員による客観的評価
　　科学的視点・文献検索する力・データ処理する力・クリティークする力

「科学的思考・判断力」を育てる取組 「生涯学び続ける力」を育てる取組

H28　SPH活動概要
５年一貫教育の特徴を生かした、看護専門職者を育成するための先進的なプログラムの研究開発　～「豊かな人間性」「確かな知識・技術」「科学的思考・判断力」と「生涯学び続ける力」を育てるために～

「豊かな人間性」を育てる取組

花壇づくりを通して、協力、責任感、連携など人と
の関係やチームの一員としての立場を考えた行動
をとることができる。看護専門職者として常に自覚
と責任をもって行動する態度の基礎を養う。

日々の学校生活や各教科における授業を通して、
看護専門職者として常に自覚と責任をもって行動
する態度の基礎を養う。

日々の学校生活や各教科における授業を通して、
看護専門職者として常に自覚と責任をもって行動
する態度の基礎を養う。

「確かな知識・技術」を育てる取組

配布資料１



SPHで身につ
けたい力

ありたい像 5 4 3 2 1

他者を尊重
する

人の話をよく聞きその内容をも
とに他者を尊重し、他者に配慮
し、倫理にもとづいた行動がで
きる。

他者の意図を汲み取ろうと自分の聞
く態度に配慮して他者が話しやすい
雰囲気を作り、他者を尊重して善い
方に向けた行動ができる。

話の内容を確認しながら話を聞
き、他者が意図していることを
汲み取り、善い方法を考えるこ
とができる。

相槌を打ちながら他者の話を素
直に聞き入れることができる。

他者の話を聞くことができる
が、自分の意見を優先しがちで
ある。

他者の思いに目を向けることが
できていない。

協調性

場の状況をよみ自分の役割を理
解し、その役割を果たすことが
できる

チームの中で、リーダ―シップを発
揮することができる。場に合わせた
「ほうれんそう」やカンファレンス
での積極的な発言ができる。

チームの中でメンバーシップを
果たすことができる。場に合わ
せた行動ができる。

場に合わせた行動ができる。
チームメンバーへの配慮があ
る。

他のメンバーへの配慮が少な
い。場に合わせた行動も乏し
い。

他のメンバーへの配慮がない。
場に合わせた「ほうれんそう」
がなく、カンファレンスでの発
言も少ない。

自己理解
折れない心
高い志

粘り強くあきらめずに取り組む
ことができる

自分の思いと異なる事象が発生した
際に、それを解決するための方策を
考え、実践することができる。

自分の思いと異なる事象が発生
した際に、それを解決するため
の方策を考えることができる。

自分の思いと異なる事象があっ
ても前向きに取組むことができ
る

自分の思いと異なる事象に向き
合おうとする。感情のコント
ロールができない。

自分の思いと異なる事象に対し
て向き合わず、あきらめてしま
う。感情のコントロールができ
ない。

感性が豊か
協調性

他者の立場に立って、思いを汲
み取り優しく思いやりのある行
動ができる

柔軟性をもって患者の思いを汲み取
り、行動計画、実施に反映させ最適
なケアを実践することができる。

患者の思いを汲み取りケアを考
え、行動計画に反映させ実践す
ることができる。

患者の思いに気づくことができ
ており、行動計画に反映させる
ことができる。

患者の思いに気づくことができ
るが、それに対応するための行
動に至らない。

患者の思いに気づくことができ
ない。

社会人の基
本スキル

社会の一員として良識を持ち、
規範を守り、責任のある行動を
とることができる。

常に、時間管理ができる。ＴＰＯに
応じた挨拶ができる。礼儀正しく規
律を守ることができる。他の生徒の
模範となる行動ができる。

常に、時間管理ができる。ＴＰ
Ｏを考えた挨拶ができる。礼儀
正しく規律を守ることができ
る。

自分からあいさつができる。時
間を守る、提出物の期限を守る
等の約束事を守る事ができる。

助言を受けて、時間を守り、提
出物の期限を守る事ができる。
また、自分からあいさつするこ
とができる。

助言を受けても時間が守れず、
提出物の期限も守られない。ま
た、自分からあいさつすること
ができない。

臨地の
イメージ力

援助のおいてプロセスや成果を
イメージし、実施できる。

対象の状況を十分にイメージし、手
順書を作成し、最も適した方法で実
施できる。かつ、患者に起こりうる
危険を予測し、回避する行動がとれ
る。

対象の状況をイメージし、個別
性を反映した手順書は作成し、
実施できる。かつ起こりうる危
険性を予測している。

対象の状況をイメージし、個別
性を反映した手順書は作成し、
実施できるが、起こりうる危険
性を十分に予測できていない。

対象の状況をイメージし、標準
的な手順書を作成し、実施して
いる。

標準的な手順書を作成し、実施
している。

既習の知識が定着し、またさら
に知識を得ようと自発的に意欲
的に学習できる。

既習内容が定着している。かつ自発
的な学習を通して獲得した知識を活
用している。

既習内容がほぼ定着しており、
助言により新たな知識を獲得し
ている。

助言をもとに必要な知識を意欲
的に獲得している。

助言をもとに必要最低限の知識
を獲得している。

知識が不足し、学習意欲も感じ
られない。

対象の生活背景や個別性に合わせ
て、優先順位を考えたうえで、原理
原則に基づいた援助が安全・安楽に
実施できる。

対象の個別性に合わせて、原理
原則に基づいた援助が安全・安
楽に実施できる。

環境を整え、原理原則に基づい
た援助が安全・安楽に実施でき
る。

原理原則に基づいた援助が安全
に・安楽に実施できる。

原理原則に基づいた援助が（安
全に・安楽に）実施できない。

対象の状況をふまえ、把握するため
の技術を適切に実施（VS・フィジカ
ルアセスメント）し、その情報をア
セスメントしている。

対象の状況をふまえ、把握する
ための技術を適切に実施（VS・
フィジカルアセスメント）して
いる。

対象の状況を把握するための技
術（VS・聴診法等）を実施して
いる。

対象の状況を把握するための技
術（VS）を正確に実施してい
る。

対象の状況を把握するための技
術が正しく実施できない。

情報活用能
力

必要な情報を最適な方法で収集
し、分析や判断に活かすことが
できる。

必要な情報を、情報の特性を理解し
た上で効果的・効率的に収集してい
る。かつ情報内容を吟味し、取捨選
択し、意図的な情報収集し、分析や
判断に活用している。

必要な情報を効率的に意図的に
収集し、分析や判断に活用して
いる。

助言をもとに必要な情報を効率
的に意図的に収集し、分析に活
用している。

助言をもとに、必要な情報を限
られた手段で収集している。

助言があっても情報を収集する
ことができず、指示された資料
や内容のみまとめられる。

対象の個別の状況を的確にとらえ、
看護の必要性について、専門職者と
して個別性を考慮して的確に判断を
することができる。

対象の状況をある程度的確にと
らえ、看護の必要性について、
個別性を考慮して判断をするこ
とができる。

対象の状況の概要をとらえ、看
護の必要性について、判断をす
ることができる

対象の概要はある程度とらえて
はいるが、看護の必要性を考え
ることができない、または、考
えてはいるが適切な判断とは言
えない。

対象の概要をとらえられず、看
護の必要性に気付けない。

対象の言動・状況・問題について、
考え判断したことを、正しい専門用
語を用い、適切な表現で、論理的・
客観的に記録することができる。

対象に関して考え判断したこと
を、ある程度妥当な表現で正確
に記録することができる。

思考・判断の記述は乏しいが、
患者の状況の重要部分について
は、ある程度記録することがで
きる。

記録内容に不備不足が目立ち、
思考・判断をほとんど表現する
ことができないが、助言によっ
て追加することができる。

助言を受けても、思考・判断を
記録に表現することができな
い。

科学的視点
（思考スキ
ル）

看護実践において科学的根拠や
有効性・妥当性を考え、対象に
とって最も適した看護の方法を
考えることができる。

看護実践において科学的根拠や有効
性・妥当性を考え、個別性を考慮し
て最適な看護の方法を考えることが
できる。

看護方法を実践するにあたっ
て、個別性を考慮し、科学的根
拠とその有効性・妥当性につい
て検討している。

看護を実践するにあたって、根
拠と、その有効性について考え
ることができる。

標準的な看護を実施するとき
に、根拠を自分なりに考えるこ
とができる。

標準的な看護を実施する理由に
ついて、考えることができな
い。あるいは、実施すべき看護
を考えることができない。

文献検索力
（情報を見
極める力）

臨地実習を通して感じた疑問か
ら、研究課題を見い出し、文献
検討して、研究疑問を精錬する
ことができる。

臨地実習を通して感じた疑問から、
先行研究を検索し、研究につなげる
ことができる。

臨地実習を通して感じた疑問か
ら、課題を見い出し、先行研究
を検索することができる。

実習を通して何らかの疑問を感
じ、看護に関する情報を集めて
いる。

実習を通して感じた疑問はある
が、看護に関する情報の収集に
は至らない。

実習での経験に客観的な疑問を
感じることがない。

クリティカ
ルシンキン
グ（論理的
に考える
力）

クリティカルな視点で看護実践
を振り返り、効果と妥当性を評
価・考察し、次の実践に向けて
新たな検討ができる。

対象の反応から看護実践の効果と妥
当性を考え、客観的に評価・考察す
るとともに、次の実践に向けて新た
な検討ができる。

自分の看護実践の効果と妥当性
を考え、客観的に評価すること
ができる。

自分の看護実践を振り返り、そ
の効果と妥当性について考える
ことができる。

自分の看護実践について、の反
応などから効果を振り返ること
ができる。

自分の看護実践の振り返りの必
要性を感じない。

イメージす
る力

自分がこれからすることを具体
的に思い浮かべ、先を予測でき
る。

自分がやるべきことは何かを見極
め、自ら取り組むことができる。

自分のありたい像をイメージ
し、行動するヒントを自ら探す
ことができる。

周囲からアドバイスにより、期
待されている自分の役割を把握
して行動することができる。

自分のありたい像をイメージで
きるが、どう行動したらよい
か、わからない。

自分のありたい像をイメージで
きない。

課題発見力
自分の現状を見て問題点を見い
だせる。

自分を客観的に評価することによ
り、課題を発見し、解決策を見つけ
ることができる。

課題を明らかにするために、他
者の意見を積極的に求め、分析
できる。

現状を正しく認識するために、
情報収集することができる。

自分の現状に問題があると気づ
いている。

自分には問題がないと考えてい
る。課題を発見しようとする意
欲がない。

課題解決力
目の前の状況を見て自分の問題
を発見し、知恵を出して解決・
実行できる。

目標達成に向けて粘り強く、困難な
状況から逃げずに挑戦できる。更に
その計画を俯瞰し、進捗状況や不測
の事態に合わせて柔軟に行動を修正
できる。

目標達成に向けて、不測の事態
が起きた場合にも、取り組み続
けることができる。

予定したことについては計画通
り実践できる。他者のアドバイ
スにより、不測の事態には対応
できる。

課題を解決する意欲はあるが、
行動に移せない。

課題を解決する意欲がない。困
難な状況に立ち向かう気持ちが
ない。

コミュニ
ケーション

力

自分の考えや気持ちを相手と交
換できる。

自分の考えを具体的かつ論理的にわ
かりやすく伝えられる。同時に、自
分の意見を持ちながら、相手の背景
や事情を考慮して共感をもって受け
入れられる。

自分のことをある程度伝えら
れ、かつ、相手の事情を理解し
ようとする態度はみられる。

自分のことを伝える表現力は乏
しいが、相手のことを聴こうと
する態度はみられる。

自分のことを伝える意欲はある
が表現が乏しく、相手の気持ち
も理解することができない。

自分のことを伝えようとする意
欲がない。

プレゼン
テーション

力

自分の伝えたいことを表現し、
相手を納得させることができ
る。

効果的な手段を活用することで、相
手を納得させる、周囲の人を動か
し、行動変容させることができる。

効果的に相手に働きかけ、相手
の同意を得ることができる。

未熟ながらも自分の伝えたいこ
とが伝わり、相手に理解しても
らえる。

自分の伝えたいことを表現し、
相手を動かそうとするが、手段
が未熟で伝わらない。

相手を動かす意欲がない。

　　年　　組　　番　氏名”ＳＰＨ身についた力”ルーブリック～実習編～

生
涯
学
び
続
け
る
力
（

３
つ
を
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得
る
力
）

豊
か
な
人
間
性

(

常
盤
高
校
が
考
え
る
豊
か
な
人
間
性

)

知識力・技
術力

必要な看護技術を習得し、安
全・安楽に実施できる。

科
学
的
思
考
判
断

論理的に考
える力

専門知識を最大限活用して現象
を的確にとらえ、論理的に考え
て判断することができ、かつ、
適切な表現で記録することがで
きる。

確
か
な
知
識
・
技
術
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cool Japan cool Bansyuori ―播州織再発見と西脇産ブランド発信― 

        兵庫県立西脇高等学校 主幹教諭 藤原容子 

１ 事業の概要 

（１）本校の概要 

本校のある西脇市は、兵庫県のほぼ中央、北播磨地方に位置し、先に糸を染めて織りあげる先染め織物

「播州織」の産地である。普通科7クラス（H28年度より6クラス）、生活情報科1クラスの全日制高校で、

創立 77 年の伝統ある進学校である。平成 9 年に家政科から生活情報科に学科改編し、情報教育と地場産

業「播州織」を取り入れた服飾デザインによる教育を特色としている。地域と連携し、播州織を使った様々

な活動に取り組んでいる。 

（２）研究の目的 

ア 播州織産地としての、伝統ある織物や昔ながらの職人技を再発見し、世界に誇れる技術や日本の文化、

織物の文化を理解するとともに、企業で使用されている織組織制作コンピュータシステムを導入し、播

州織生産の最先端技術を身に付けた将来の播州織のスペシャリストを育成する。 

イ 消費者のニーズを考え、播州織製品のプランニングやデザイン、リサーチの他、マーケティングやプ

ロデュースをする力を身に付けた地域産業を担う将来のスペシャリストを育成することを通して、地域

産業を活かした新たな「家庭に関する専門学科」の在り方を研究する。 

ウ 播州織のすばらしさとともに、ＮＳＨブランド（西脇高校生活情報科ブランド）として、高校生の感

性を活かして、地域で学んだ播州織技術と日本文化や西脇の文化を秘めたオリジナルブランドを世界に

発信する。 

エ 播州織でつながる町づくりのすばらしさを再認識し、「播州織で織りなす町」を西脇高校から情報発信

し、コミュニティづくりの一端を担う。 

（３）研究概要    

上記の研究目的を達成するために、1 年目は、「基礎力」の習得を中心に研究を行った。「基礎力」とな

る5つの力（播州織の知識・デザイン力・製作技術・言語能力・日本文化の理解）を身に付けさせるため

の取組を進めた。 

2年目は、「思考力」の習得を中心に研究を行った。「思考力」を付けるための(1)マーケティングと商品

開発 (2)織物文化の伝承 (3)新・播州織の提案 (4)情報発信 に取り組んだ。1年生では、日本の文化

の理解から cool Japan を考察し、２年生では、これまでに学んだ知識や技術を統合してグループで共通

理解を図りながらブランド企画を実践し、3年生では、「デザイン思考」の「ビジョン→共感→問題提起（課

題）→創造（結論）→試作（行動計画）→検証」というプロセスを理解して実践していく中で、柔軟な発

想力や想像力、課題解決能力や協調性、責任感を養うことができた。 

本年度は、「実践力」の習得を中心に取組を進めるため、Made in Japan 

や cool Japanを意識して、海外に向けたものづくりや西脇高校オリジ

ナルブランドを提案し、播州織の海外発信を目指した。また、播州織の

テキスタイルデザインに限らず、様々な場面で、「デザイン思考」を取

り入れ、ニーズや課題を分析しながら、播州織を通した地域の活性化や

コミュニティづくりに取り組んだ。 

 

２ 具体的・特徴的な実践内容 

（１）「基礎力」の養成 

ア 播州織の知識  

1年目は全員で播州織工場見学を行い、製造工程を理解した。2年目は、地域の撚糸工場・織布工場な

どに分かれて見学し、それぞれがレポートにまとめ発表することで情報の共有を図った。さらに3年目

は、全員が一連の流れを見学し、夏休みに各自が地域の工場の見学を行いレポートにまとめ、プレゼン

テーションを行った。また、夏休みにインターンシップを行い、播州織に対する思い、丁寧な仕事や職

人のこだわりなどを通して、地域への誇りを感じることができた。 

イ デザイン力  

刺繍やスモッキングなどの応用作品は、できるだけ自由な発想でデザインを考えるように工夫した。また、

家庭クラブ活動として行っている播州織プロジェクトでの小物づくりなどにおいて、新しいアイディアやデザ

インを考える機会を設けている。地域からの協力もあり、デザイナーの講演や研修にも積極的に参加している。 

基礎力 

思考力 

実践

 
ＳＮＳ 

地域 

コミュニティ ＮＳＨ 
ブランド 



ウ 製作技術  

Can do リストを作成し、生徒の到達目標を明確にしながら指導の定着を図ることができた。また、指

導方法を検討し、原型からのパターンの展開を導入し、レベルアップに取り組むことができた。 

エ 言語能力  

実習や講義、イベントに参加した際には、毎回レポートを提出し、各自のポートフォリオを作成した。

また、情報関係の授業内容を工夫し、コラムを取り入れるなど、読書や発表の機会の工夫を行った。 

オ 日本文化の理解 

１年「日本の文化と地域産業」では、茶道や華道、自然や日本の文化や美しさを追究し、レポートや

プレゼンテーションにまとめて発表することで、その理解を深めた。 

（２）「思考力」の定着  

ア マーケティングと商品開発  

播州織を軸に、地元商店街のイベント等を企画する「きらら商店街の活性化プロジェクト」や西脇市

で活躍するフラダンスチームの衣装製作等を企画する「フラ・プロジェクト」、『地元の駅を日本一に』

を考える「西脇市駅プロジェクト」、西脇産金ゴマの活性化を考える「第二次金ゴマ革命」など、学習し

た「デザイン思考」の手法を用いて、地域活性化を目指し取り組んだ。 

イ 織物文化の伝承  

綿の栽培から、糸紡ぎ、草木染めや手織りを行うことで織物の原点から理解し、また手仕事を通して

創造性を育むことができた。 

ウ オリジナル播州織の提案  

京都研修：京都の歴史や景色、日本の文化や自然の美しさを再認識し感性を磨く。京都の自然や文化

から感じた「美しいもの」をレポートし、何がどのように美しいのかを、言葉やイメージで

表現することで、日本の美しさとすばらしさの理解を深めた。 

東京研修：ファッション業界のものづくりの世界を理解し、日本の最先端技術やアパレル産業を知る

ことにより、地場産業「播州織」の魅力を見直した。 

パリ研修：パリで行われた世界最大の素材見本市「プルミエール・ヴィジョン」の見学を通して、グ

ローバルな視点から播州織を捉える。Made in Japan や cool Japan について、日本の文化

や美意識を見直し、日本人の感性を意識した作品づくりに生かした。 

ＮＳＨブランドの提案：2年生40人が、今までの研修で学ん

だ知識や感性をもとに、“My favorite style”をテー

マにして、画像処理ソフトの技術を用いて、各自イメ

ージマップを制作した。これらを4つにグルーピング

し、各々、シンプルでかっこいい系の「Stylish girl」、

ビンテージをキーワードにした「レトロ」、少し大人

っぽくかわいい系でカラフルな色にこだわった「My 

Color」、スポーティやカジュアルなイメージでデニム

と組み合わせた「チェニム」（チェック×デニム）をテ

ーマに決めた。その後、それぞれのテーマに沿った服を

デザインし、東条湖おもちゃ王国の協力でタカラトミー

のリカちゃん人形用の服に仕上げ、各ブランドのイメー

ジマップを立体的に表現した。テーマに添った播州織を

提案するとともに、その播州織を用いてＮＳＨブランド

製品の製作に取り組んだ。 

エ 情報発信 

外部講師授業では、情報発信をする際に様々な状況を想定し、ターゲ

ットや目的を考え、キーワードを設定するなど、配慮や工夫が必要であ

ることが理解できた。今後、ターゲットや目的を明確にしながら、継続

して情報発信ができるように、指導や組織の工夫を考えていきたい。 

（３）「実践力」の習得  

ア 海外に向けたものづくり―ＮＳＨブランドの発信―  

様々な研修を通して学んできた日本人としての感性を活かすとともに、播州織の最先端技術や特徴を

取り入れ、素材・色・組織・加工等を産元商社と連携して企画デザインを行い、新しい播州織製品を提

リカちゃんイメージマップ 

生活情報科ホームページ 



案し、布地からアパレル商品までを自分たちでデザインした「ＮＳＨブランド」の発信に取り組んだ。 

① 国際フロンティア産業メッセ2016 にて展示（ベスト展示賞 受賞） 

神戸国際展示場で行われた西日本最大の総合見本市に出展。来場

者に積極的に声掛けをし、播州織を通した地域活動の取組の説明を

行うことで、自信や誇りを感じることができた。また、2日目に行

われたプレゼンテーションも多くの方に情報発信することができた。 
＜生徒感想＞ 
・「なんで高校生が？」と少し批判的な言い方をされる方もおら

れましたが、自分たちの活動を説明していくことで理解し興味

をもってもらえることができました。そして自分たちが行って

いる活動は、多くの会社の方からも興味を持ってもらえること

だと実感し、自信を持つことができました。 
・「衣装は販売しているの？」と質問があり、販売してみたいと思いました。 
・言葉遣いだけでなく、伝え方やコミュニケーションのとり方、臨機応変に対応すること、質問に対

して的確に答えるための情報量など、改めて大切だと思いました。 
② パリ研修での作品展示   

  上田安子服飾専門学校の協力で、リボンメーカー「ＳＨＩＮＤＯ」の   

ショールーム（パリ2区中心街）にて、播州織作品の展示を行い、本

校の取組を発信した。 

＜生徒感想＞ 

・パリでも、こんな高級地区のショールームで展示ができたことは、

本当にすごいことだと思った。 

・多くの方が播州織に興味を示してくださったことにとても驚いたし、播州

織ってすごいと、改めて思いました。 

・現地の方に「すばらしい。日本の高校生がこのような活動を行っていると

いうことをもっと広めていくべきだ。」と言っていただき、自信を持つことが

できました。 

・来ていただいた方は、現地高校生の日本語の講師、デザイナー、区役所の

方など、これからの活動に繋がる手がかりを見つけることもできたし、アドバイスもたくさんいただ

くことができました。 

イ ＳＮＳの活用 

常に新しい情報発信 

  を行うための体制づく 

 り等に計画的に取り組 

み、「西脇高校のホーム   

ページ」等からの情報 

発信の充実を図る。 

ウ 地域のコミュニティづくり 

①「ＴＵＭＡこいカフェプロジェクト」 

店の暖簾や座布団カバー、スタッフのエプロン等を製作するほか、

イベントの共催や運営の補助をすることにより、播州織を通して高齢者

が活躍できる場所づくりとコミュニティづくりの拠点を考える。 

＜生徒感想＞ 

・司会進行を行っていると、伝わりにくかったり、敬語が話せなか

ったり、うまくできませんでした。正しい敬語や伝えたいことが言

葉として出てくるように、もっと新聞や本を読まないといけないと

思いました。 

・高齢者との交流は、入学した当初苦手でしたが、何回か交流しているうちに、楽しいと思えるよ

うになりました。特に今回のように、ゆっくりお話をするときは、昔話をしてくださったり、ニコ

ニコ楽しそうに思い出を話してくださいます。たまに同じことを何度も何度も聞いてこられたり、

話されたりしますが、何回話しても笑顔で、何度も聞くこちらまで笑顔になれるので楽しいです。 

Instagram Facebook Homepage 

国際フロンティア産業メッセ2016 

パリ研修 

ＴＵＭＡこいカフェ 



・認知症の方とたくさんお話をしました。同じ話をしているようでも、実は少し話が変わっていた

り、前に話している内容をさらに広げたものだったりしました。交流会が終わってから、「よく耐

えとったなぁ。大変じゃなかったの？」と言われましたが、私は全然そんなことは思いませんでし

た。むしろ話の内容がよく分かって、自分からも話しかけやすかったです。対応の仕方など学ぶこ

とがたくさんあったいい交流会でした。 

②「親子ソーイング教室」と「僕も私もデザイナー」 

世代を越えたものづくりの提案や、デザインした服を実際に子供たちと高

校生が一緒に製作しファッションショーで披露することで、播州織の普及を

考えた。 

＜参加者の感想＞ 

・材料をもらった時は「もうここまで仕上げてあるの！」と思いましたが、

まだ不慣れな子供が短時間に完成させるためにはありがたい配慮でした。

企画・準備から後片付けまで大変お世話になりありがとうございました。可愛くて優しいお姉さんに

教えてもらいながらのソーイング教室はとても楽しかったようで「お母さんのエプロンも私がやるわ」

と娘が縫いました。少し歪んだ縫い目のお揃いのエプロン、大切にします。（母） 

・年の離れたお姉さんに、優しく教えてもらえたので、いつもより集中してできていました。完全に

子供をお任せできたので、違う一面を見ることができました。（母） 

・はじめてミシンをつかってとてもたのしかったです。毎日つくったエプロンをつかっています。高

校生のおねえちゃんにおしえてもらってわかりやすかったです。家にミシンがないのでミシンがほし

いなと思いました。（5歳児） 

 

３ 成果と今後の課題 

（１）研究成果 

ア 授業や行事等の実践に対する生徒の変容（1年40名、2年38名、3年40名の自由記述から） 

ＳＰＨ事業を通して、自分に身についたと思うものを３つ挙げ、どのような場面で身に付いたかを書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜１年生の分析＞ 

・努力の大切さ、努力を怠らない、努力した

分強くなれる、練習し続けることなど努力す

ることを学んだとする生徒が最も多い。 

・情報でのブラインドタッチや被服の基礎縫

いなど技術の習得が多い。 

・自分で考える、先のことを考えて行動する、

先を見通して行う、周りを見て行動するな

ど、主体的に考えることを学んでいる。 

＜生徒感想例＞中学校までは、言われたこと

だけを忠実にして満足していた。高校ではそれ

ではだめだと気づかされた。 

＜２年生の分析＞ 

・主体的に積極的に取り組もうとしている。何事にも挑戦すること、興味を持って取り組む、チャレンジしていく大切

さ、積極的に課題に取り組む、などいろいろな場面で主体的に考え取り組むことを意識している。 

・２年生では、調理実習やグループ学習において、協力することや協調性を学んだとしている生徒が多い。 

＜生徒感想例＞多い宿題にも楽しそうに取り組む仲間を見て、積極的な態度で取り組むことができるようになった。 

＜３年生＞ 

・課題研究での福祉活動やイベントが増え、コミュニケーション能力を挙げている生徒が多い。 

・様々 なプロジェクトやイベントを主体的に実施することで、企画力や発想力、対応力や段取り力などが身についている。 

＜生徒感想例教えてもらったことをどれだけ自分のものにするか、指示されたことをどれだけ受けとめるか、頼まれた

ことをどれだけ快く引き受けるか、それは全て謙虚さが大切だと思いました。そして頼られる信頼される人間になって

いくと感じました。 
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イ ファクター分析 

多くの生徒が地域活動や行事、専門教科の学習を通して様々な力を身に付けることができたと感じて

いる。地域活動や行事への参加を通して得たものとして主体性や積極性、協調性に加え、企画力や発想

力を挙げる生徒が多いことは､３年間のSPH事業の取組の成果である。さらに、専門教科の学習を通して、

積極性や主体性が高まり、その結果、知識や技術力、技能の向上を図ることができたことは、家庭に関

する学科としての基本的な目的が達成できているものと言える。 

平素より専門的職業人に求められる企画力や調整力の向上を目指して、様々なイベントや行事を生徒

に計画の段階から担当させてきた。主体性や自主性については平素の授業や実習等の時間を通して身に

付けさせた。全ての生徒に個々の状況に応じた難関を設定し、適度な課題を与えることを意識しながら

指導にあたった。このような日々の活動が生徒の様々な力の向上につながったと思われる。 

それぞれの教育活動を行う際に、生徒にどのような力を付けさせたいか、指導に当たる教員が目標を

明確にしたうえで共有し指導していくことが必要である。専門的職業人として求められる多くの資質を

身に付けさせるうえで、留意すべき点である。 

ウ 家庭に関する学科の在り方 

 ①専門教科指導  アンケートの結果から、教科指導の在り方をまとめた。 

全面制御学習 → 有意味受容学習 → 誘導発見学習 → 独り立ち学習 

１年 ２年 ３年 目標と留意点 

ファッション造形基礎 
生活産業情報 
日本の文化と地域産業 
家庭基礎 

ファッション造形 
フードデザイン 
グラフィックデザイン 
家庭情報応用 
選・リビングデザイン 

生活産業とマーケティ
ング 
課題研究 
選・キルト 

基礎・基本を一層重視し、専門分野に関する基礎的・基本的

な知識、技術及び技能の定着を図るとともに、ものづくりな

どの体験的学習を通して実践力を育成する。 

   基礎基本の技術の習得：正しい方法で確実な技術指導 

出来るまで繰り返しやり直す 

成功体験：やってよかった・できて満足する内容  

目に見える形にする：発表する 展示する 努力する姿勢 

   考えさせる:思考錯誤しながら取り組む姿勢 

      課題の工夫 表現力 

グループ学習を取り入れる：個人レポート→グループ討議→

１つにまとめる→個人レポートで学習の確認→

評価 

外部講師授業によりレベルアップを目指す 

     
プロジェクトチームで活動する：リーダーを作る 

全ての企画を任せる：企画目標をしっかりと理解させる 

地域活動へ展開する：デザイン思考により企画し実践する 

基
礎
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の
充
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②地域行事・地域交流 

・西脇市との連携 

西脇市ファッション都市構想の企画にできるだけ参加していく。 

播州織ファッションショーやイベントなど連携体制を密にしていく。 

姉妹都市レントンとの交流を図り、グローバルな視点での取組の機会とする。 

・播州織産業界との連携 

地域に学び、高度な技術と職人の思いを知り、地元の誇りと愛着を育てる。 

高校生の発想でオリジナル播州織の企画、提案の機会をシステム化する。 

・卒業生との連携 

地域で活躍している卒業生と連携し、地場産業「播州織」の専門的な学習が継続して行えるシス

テムを構築する。 

 

 

 

 

 

（２）まとめと今後の課題 

3年間のＳＰＨ研究指定を受け、スペシャリストを育成するための目標を設定し取り組んできた。

多くの方々に指導していただき、1年目は「基礎力」、2年目は「思考力」、3年目は「実践力」と段

階的に積み上げ、様々な活動や学習内容等を検討し実践してきた。また、工場見学やインターンシ

ップなど地域産業と連携した研修や高校生の発想でＮＳＨブランドを発表したり、播州織を活用し

たワークショップや交流会を企画し、コミュニティづくりを実践したりするといった取組の中で、

生徒は地域に支えられていることへの感謝と、地元への誇りや愛着を持つことができた。 

様々な実践活動では、デザイン思考を取り入れ、問題点や課題を把握し、企画、実践していった。ただ

単にものづくりを行うのではなく、その目的や過程を意識しながら、グループで取り組むことが重要であ

る。各自が自分の考えやアイディアを持ちそれぞれの情報を共有し１つにまとめていく。その過程で生徒

は発想力や企画力、実践方法などを身に付けた。 

また、播州織産地に学ぶことに加えて、グローバルな視点で播州織のすばらしさと高校生の感性を海外

へ発信しようと、展示会や産業教育フェア、ホームページ等において英語でのプレゼンテーションを試み

た。この取組を通して、地域連携や播州織のすばらしさを英語で表現していく難しさを感じるとともに、

自分たちの活動や思いを再確認することができ、さらに意欲的に海外発信を考えるようになった。パリ研

修では、海外の文化や自然に触れることで、改めて日本の美意識や感性を感じ、つまみ細工等の日本の伝

統技術や日本文化の良さを見直すことができた。パリ研修の2年目には、パリで播州織作品の展示会を行

い、オリジナルの播州織作品や会場での高校生の対応に感動と共感を得るとともに、日本文化のすばら

しさを改めて認識し、自分たちの活動に誇りと自信を持った。 

3 年間のＳＰＨの取組において、生徒はそれぞれが自分の力を精一杯発揮し、明るく生き生きと取り組

んできた。個々が自立し主体的に取り組みながらも、チームワークをもって一つのものを作り上げてきた。

これらの取組を通して得ることができたリーダーシップや責任感、こだわりをもちながらも協力していく

力は、スペシャリストとして必要な資質である。また、専門教科の学習で知識・技能を習得させるだけ

でなく、実践的・体験的な活動を通して、その根底にある理論を理解させるとともに、生活産業に

従事するスペシャリストとして、望ましい勤労観や職業観をもたせ、生涯にわたって学ぶ意欲を身

に付けさせることも重要である。本年度は、従前より行っている資格取得や技術検定に加え、全国

レベルのコンテストや大会に挑戦させるなど、目標を持った意欲的な学習をとおして課題を探究し、

自ら考え行動し解決する力、適応していく力を身に付けさせるとともに、コミュニケーション能力

や協調性、積極性、創造性に加え、職業人として必要な人間性や規範意識、倫理観等の育成につい

ても念頭に置き指導した。 

ＳＰＨ研究指定で取り組むことができた内容を、今後、いかに継続させていくかが課題である。

手法や内容が変わっても本質的なものは普遍的に指導が続けられることが必要である。このため、

教師には発想力と柔軟な対応力が試されるが、本校の場合は、地域産業や地域社会との連携・交流

を通じた実践的教育とそのための工夫がさらに必要と感じている。また新たなプロジェクトが始ま

る思いである。 

行 政 産業界 

卒業生 

＊目標を明確にして取り組む 

 →デザイン思考で考えさせる。 
＊依頼に対して、できる方法を考え臨機応変に対応する。 

→範囲や内容を工夫する。 

 →生徒が直接対応し、主体的に企画、計画、実践する。 
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ソリューションフォーカスの視点に立つスーパー・プロフェッショナル・ケアワーカーの育成 

 

兵庫県立龍野北高等学校 総合福祉科 科長 井本 有二 

 

１．事業の概要 

本研究では、基礎的・基本的な技術・技能の習得に加え、高度かつ応用的な知識や技術に触れさ

せ刺激を与えていくことで、これまで以上に福祉や介護への強い情熱と高い誇りを有し、同時に自

らの知識・技術・技能に自信を持って地域福祉に貢献できるケアワーカーを育成することを目的と

している。ソリューションフォーカスとは、「課題解決志向」ともいわれ、原因分析にこだわりすぎ

ず、ニーズに対して肯定的な未来イメージを持ち、実行可能な具体的解決行動を先行させる思考法

ないしはコミュニケーション手法のことである。 

ソリューションフォーカスの視点に立ち、介護サービス利用者（以下、利用者という）の課題を

的確に判断しながら、利用者の生活をより良くする「利用者本位の介護」を生徒が主体的に考え、

困難な課題にも協働して解決できる能力を養うために「気づく⇒考える⇒解決策⇒実施」させる取

組を行ってきた。 

 

２．具体的・特徴的な実践内容 

(1) ソリューションフォーカスの視点に立つケアワーカーの育成方法の研究 

「利用者本位」の考え方を獲得し、介護の技術や技能に自信を持った人材を育成するためには、

介護の技術に関連した「コミュニケーション技術」「生活支援技術」「介護過程」の３科目を連動さ

せ基礎・基本を学び、「介護実習」で応用する力を付けさせる必要があると考えた。重要となる利用

者を観察する視点を獲得させるための教材や指導法、評価法を開発し、生徒に基本技法・分析技法・

専門技法の３つを習得させていった。 

１つ目の基本技法は、見たり聞いたり話したりする中で相手の立場を理解できるように『感性』

を豊かにする。そのためには、観察や傾聴、自己の考えを表現する技術を磨き、利用者から必要な

情報を収集して的確に記録・整理し、利用者が今をどのような気持ちで暮らしているのかを考えさ

せることができるように指導していく。これは利用者のこころとからだの痛みを知るきっかけにも

なる。 

２つ目の分析技法は、基本技法で集めた情報から、その人の思いや考え方の傾向を見つけ出し、

利用者にとって何が課題となっているのかを分析し、把握する。利用者の課題を的確に見つけ出す

ためには、介護全般における基本的な知識・技術の習得が必要になってくる。 

３つ目の専門技法は、分析技法で見つけ出した課題に対する介護計画（目標や支援内容、方法）

を作成し、実施、評価する。介護実習で基本技法・分析技法の学びを繰り返し行い、ICF の観察法

や 24時間生活シートを用いて利用者の生活課題が可視化され、生活課題の改善や解決の糸口が見え

てくる。 

さらに、基本技法、分析技法、専門技法をより効果的なもの

にするために、兵庫県立教育研修所と連携し、自宅でもパソコ

ンやスマートフォンから介護技術動画が閲覧できるシステムの

活用や、本校の電気情報システム科との連携によるＩＣＴを活

用した授業研究も実施している。授業では、生徒は介護の動画

をタブレットに保存し、自分たちが行っている介護方法や声か

けの方法を分析し、他の生徒と情報を共有でき、振り返ること

ができる。また、自宅でも、動画を活用して予習・復習を自主

的に繰り返し行うことができる。 

 

(2) ピアスーパービジョンにより、自主性・主体性を育てる方法の研究 

外部の異年齢、障害のある方など多様な方々との交流を通して、言葉遣いや表現方法、表情など、

相手に合わせた円滑なコミュニケーション能力を身につけることができる。また、これらの行事を
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生徒たちが協働・連携して企画・運営することで、生徒の自主性、主体性や自己有用感や自己肯定

感を育むことができる。このように「チーム」「協働」「コミュニケーション」に焦点を当て、総合

福祉科の数々の行事を、生徒たちの企画・運営により実施している。 

①学校デイサービス 

文部科学省の「目指せスペシャリスト事業」で指定を受けた 12年前か

ら継続して実施している学校デイサービスは、総合福祉科全学年が参加す

る行事で、３年生が３年間の学びの集大成として企画・運営を全て行って

いる。各パートリーダーやその他の盛り上げる役割など、生徒それぞれが

役割を持つことで、生徒は自ら進んで物事に取り組んでいく。 

②介護教室 

小中学生・高齢者文化大学との介護教室は、総合福祉科２年生が担当し

ている。ここでは、他人に自分たちの学びや思いをわかりやすく伝える難

しさを体感する。全体の総括リーダーが中心となり、介護教室に参加する   

小中学生の人数は担当する２年生とほぼ同数、高齢者文化大学生に関しては担当の２年生１人

が高齢者２、３人を担当して介護を教える。全員が役割を持ち、どうすれば内容がうまく伝わ

り、参加者に喜んで頂けるかを話し合い、「教える知識と技術をクラス全員で標準化すること」

を目標に取り組む。 

③特別支援学校との共同学習 

特別支援学校との共同学習は、特別支援学校の生徒と卒業後に共に介護現場で働くことを想定

して３年生が取り組んでいる。２年次に特別支援学校へ見学実習に行き、生活の様子を知り、障

害への理解を図る。３年次には、マナーやベッドメイキング等の実技指導を、生徒が企画・運営

し、共に学ぶ。生徒は、相手を理解して共に学ぶ楽しさと物事をわかりやすく伝える難しさを体

感している。この活動を通じて、障害のある人に対する教育や支援に興味を持ち、進路を決定し

た生徒もいる。 

④ウエルフェア・コレクション（障害者ファッションショー） 

Welfare-Collection（障害者ファッションショー）は、３年生が本校の他学科と連携して実施

している。リハビリテーションセンターの利用者と交流し、利用者の思いやニーズを捉え、衣装

や小物のアイデアを考えていく。当初は先輩の真似や先生の指示で動くなど、自分たちで作り上

げようという意識や自主性が見られなかった。しかし、利用者や外部の方々と衣装制作の打ち合

わせを重ねるうちに、自主的な言動や意見交換の機会が増え、ショーの実施後には生徒主体の反

省会を行ない各役割の反省点と改善点を出し合うことで、次のショーの成功に向けて内容を改善

していく様子も見られた。 

  総合福祉科の各行事では、本校の他学科との連携をはじめ、兵庫県、たつの市、社会福祉施設、

社会福祉協議会等の官民との連携協力を深化させている。 

 

(3) 介護の質を高める医療的ケアのための「生活支援技術」指導法の研究 

法改正に伴って介護福祉士が「痰の吸引と経管栄養」（以下、医療的ケアという）を一定条件で

できるようになった。本校でも 2013 年度から医療的ケアの学習をスタートさせている。命に関わる

ケアのため、より専門的な知識と技術が必要であるが、介護福祉士を目指す高校生への医療的ケア

の効果的な指導法はないため、指導法のマニュアル作成を行った。 

授業の中で前時の復習と知識の定着、生徒の理解度把握のために小テストを行い、間違った項目

について自己学習する学習ノートを作成し知識を定着させる。また、技術の定着のために、手技の

確認だけでなく、身だしなみ、声かけ、安全の配慮等の項目を加えるなど、チェックシート（実技

評価シート）の改良を重ね、生徒同士でもチェックシートを用

いて評価できるようにすることで、生徒が練習を自主的に重ね

られるようにした。生徒たちは、演習項目の技術習得を目指す

だけではなく、喀痰吸引や経管栄養を行うにあたって、利用者

に対してどのように支援することが最適であるのかを考え、仲

間とともに切磋琢磨し、取り組むことができた。 

また、アクティブラーニングの手法を取り入れ、講義と実技

の関連化を図った。実技を行うために、座学部分から関連させ
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た内容でアクティブラーニングの手法を取り入れた授業を展開し、生徒の学習意欲や理解等の向上

につながった。授業後にはアンケートを実施し、生徒の理解度を把握するとともに授業の組み立て

を考え直して、指導法のマニュアル化を図った。 

これらの取組により、知識や技術の指導だけにとどまらず、支援の中で個人の尊厳や利用者心理

を理解させ、福祉の理念を十分踏まえた授業を行えるようになった。 

 

(4) 高度な介護技術を習得させるための指導法の研究 

３年間という短期間で生徒により大きな刺激を与え、福祉や介護への興味関心を高めさせ、より

意欲的な態度を育てるために、上記（1）～（3）における基礎的、基本的な介護の技術獲得に加え、

高度で応用的な介護の技術に触れさせる。 

① 「楽ワザ」介護技術研修 

利用者の思いを尊重し、持っている力をうまく使ってサ           

ポートする技術である「楽ワザ」介護の講義や実習は、自

分のやりたいことを諦めていた利用者に、やりたいことを

叶えてもらう内容であった。利用者が元気になられた取り

組みから、生徒の技術習得への意欲が更に高まった。また、

生徒たちは「楽ワザ」介護技術を基本にして、体格差など

によって方法を工夫することでより楽に介護ができるオ

リジナリルの技術を生み出し、その方法に「龍北カイゴ」

と名付けて練習を繰り返している。これは、利用者の状態

や体格差に対応した介護技術であるため、卒業後も介護現場でよりよい介護方法を探求し続ける

介護福祉士になることが期待できる。また、小中学生や高齢者への介護教室や文化祭でもこの「龍

北カイゴ」を取り入れ技術を伝えることで、生徒は、介護の知識や技術を伝えるためには自分た

ち自身が十分に理解し、技術を習得しておく必要があることがわかり、練習を重ねることでクラ

ス全員の技術の習得につながった。 

②介護コンテスト 

兵庫県内の福祉を学ぶ高校生が、介護の技術を競う大会である介護コンテストは、生徒同士が

切磋琢磨し、介護の技術とコミュニケーション技術を磨き、高め合うことができる。介護コンテ

ストに参加するために生徒たちは、タブレットを活用して、互いの介護を何度も振り返りながら、

支援方法やコミュニケーション技術を確認した。介護者として主体的かつ協働的に質の高い介護

を目指し議論し合うことで、仲間同士の絆も深まった。大会当日は生徒は他校の介護技術を客観

的に見ることで刺激を受け、その方法を自分たちの介護に応用して、更に介護の技術を向上させ

たいという意欲も湧いていた。介護コンテストは、本校だけでなく兵庫県で福祉を学ぶ高校生の

介護への興味、関心を高めるだけでなく、介護の技術の底上げにもつながっている。 

③排泄介助研修会 

排泄介助の研修会では、オムツの性能や用途、利用者の状況、状態に合わせたオムツの選定方

法や漏れを防ぐための方法などの専門的知識を、花王のメディカルケアサポートグループの方に

実技を踏まえて教えて頂いた。オムツ交換における利用者の精神的負担を軽減させるため、より

利用者本位の介護、寄り添う介護を考えた。排泄介助は利用者にとって羞恥心や自尊心に関わる

非常にデリケートな介助であり、介護職にとっても負担の大きい介助だからこそ、利用者に安心

して気持ちよく生活して頂くためにも、この研修は大変有意義である。 

これらの高度な介護技術の習得は、より高いレベルを目指すことになり、生徒の興味・関心を

高め、学習への意欲向上につながった。 

 

３．成果と今後の課題 

(1) ソリューションフォーカスの視点に立つケアワーカーの育成方法の研究 

 生徒は、４つの科目を一体的に学びながら、介護過程で一番大切な利用者のアセスメントを行う
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（グラフ１） 

（グラフ２） 

模擬演習を多く実施してきた。その中で、「基本技法」（見

て聞いて考えて利用者の情報を集める）、「分析技法」（集

めた情報から利用者の課題を見つけ出す）、「専門技法」

（利用者本位の介護を計画し、実施、評価する）を学ぶ

ことができた。 

①介護技術評価の活用 

実習生を学校と施設で育てるために、「龍野北高校の 

目指すべき介護」を施設に理解してもらった上で、基本

となる介護の技術の評価を施設指導者に依頼した。（グラ

フ１）生徒は、各施設での実習に介護実習指導者評価表 

をもって実習に臨むため、初めての施設であっても各実習

生の介護の技術・技能の段階が分かり、指導がより充実し

たものとなった。 

②判断力（基礎力・思考力・実践力）評価の活用 

利用者本人をはじめ他職種の意見を積極的に聞き、多く 

の要望や考えを調節していく能力を評価するため、(ア)見

る・聞く・話す、(イ)アセスメントの重要性が理解できた

か、(ウ)介護実践について振り返る力、(エ)協働する力、

(オ)基本的な専門知識・技術の５つの観点で生徒の判断力

（基礎力・思考力・実践力）を総合的に評価した。（グラフ２） 

③形成的評価の活用 

「コミュニケーション技術」・「生活支援技術」・「介護過程」の３科目を連動した「課題研

究」の中で、利用者のアセスメントや介護計画立案をグループごとに行い、各グループに担当教

員が付いて、「形成的評価」をしながら段階的に指導を行い、クラス全員が的確な介護過程を展

開できるように「ケアの標準化」を行った。 

④成果と課題 

これらの３つの評価から生徒の成長が目に見える形で実感できた。また、習得した能力を評価

するための観点をまとめて「見える化」を図り､生徒、教員、実習指導者全員で共通理解ができる

ようにしたことにより、生徒の状況把握や生徒自身の自己評価がより簡単に、客観的にできるよ

うになった。 

今後は、利用者本位の介護とその根拠にとどまらず、説明責任やリスクマネジメントの学びを

加え「介護の技術」の自信や「介護のこころ」をさらに成長させ、「人の心を動かす」介護福祉士

を育てていきたい。 

また、Web ページでの介護技術動画の常時閲覧については、自主学習による技術習得や意識向

上の効果が高いことから、さらに事前・事後学習を活発化させるとともに、他校や福祉施設とも

共有したいと考えている。 

 

(2) ピアスーパービジョンにより自主性・主体性を育てる方法の研究 

各行事への取組状況を見ると、課題であった準備段階におけ

る生徒同士のコミュニケーションや協力・協働が活発にみられ

るようになった。生徒は、与えられた役割を実行するだけでな

く、自分たちで作り出していく取組を目指す行動が見られ、リ

ーダーはリーダーとしての自覚が生まれ、他の生徒もフォロア

ーシップを発揮し、積極的に自分たちで話し合い、協力し合う

姿が明らかに増えるなど、自主性・主体性が育っている。行事

後の振り返りにおいても全体の成功に対する喜び、そこに貢献

できた喜びや満足感が現れることが多くなり、自分自身の変化、

成長を実感できる取組となっているように感じる。その他にも、臨機応変に対応する力、課題解決

やサポートする力、異年齢交流で得たコミュニケーション能力や、参加者からの感謝や喜びの言葉

がけによって達成感や社会的有用感を感じることができた。 
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しかし、現在は限られたメンバーがリーダーで活躍しているため、クラス全員がリーダーになれ

る資質を育てることで、将来の福祉の現場でのリーダーとなれる生徒を育てていきたいと考える。

そして、自分の役割を一人ひとりが理解し、チーム全体で協力・協働できるように指導していきた

い。 

 

(3) 介護の質を高める医療的ケアのための「生活支援技術」指導法の研究 

生徒のアンケートや実習記録、小テスト等により、生徒の理

解度や教授の成果が明確となり、それらを踏まえた上で次の授

業に取り組むことができた。また、小テスト実施後の学習ノー

ト作成により、前年度と比較しても、全体的に平均点が上昇す

るなど、知識の定着と意欲の向上が見られた。更に、アクティ

ブラーニング手法を活用した授業により、知識・技術だけでな

く、利用者に対する配慮や様々な気づきも一層できるようにな

り、多大な成果が見られた。 

今後は、更に教材に指導上の留意点・ポイントなどの改善・

工夫点等を盛り込み、より教授しやすい教材にして全国に広めていきたい。また、指導マニュアル

作成により個人の尊厳や寄り添う介護等を十分踏まえた医療的ケアの授業が行えるようにしたい。 

 

(4) 高度な介護技術を習得させるための指導法の研究 

利用者の持てる力を活用して介護する「楽ワザ介護」技術

の研修を通じて、生徒同士が互いに切磋琢磨しながら放課後

や長期休業中に自主的に練習に取り組むなど、生徒はさらに

福祉・介護に興味・関心を強く持ち、技術を習得しようと意

欲的に取り組むようになった。また、教員にとっても最新の

介護の技術を習得でき、授業で生徒の理解度を形成的評価し

ながら、介護に対する考え方や技術の定着に努めることがで

きた。生徒が利用者に応じて元気にする「龍北カイゴ」を検

討、開発したことで、高い技術と自信、誇りを持って社会に

羽ばたけると考える。 

今後は、福祉を学ぶ県内の高校生にも本校のＨＰや Web 授業等を通して、同じ技術を学ぶ機会を

提供することで、県内の介護を学ぶ高校生のケアの標準化が実現できればよいと考えている。そう

することで、高校で学んだ介護の知識と技術が現場に伝播され、兵庫県全体の介護の統一化につな

がると考える。 

介護コンテストを通じた取組では、生徒同士が切磋琢磨し競い合いながら、介護の技術力、コミ

ュニケーション力の向上が見られた。クラスメイトも実技の練習や利用者役にアドバイザーとして

参加しており、仲間同士の絆も深まっている。 

しかし、年々出場希望者は増えてはいるものの、クラス全員の介護力や意識の向上にはつながっ

ていないため、クラス全員に広がるよう工夫していく必要

がある。 

排泄介助研修会（オムツ交換介助）は、介護実習で現場

の排泄介助の現状を見てきており、自分たちなりに排泄介

助を良くしたいという思いもあり、非常に関心が高く有意

義な研修会となった。今後は、現場で必要となる「オムツ

外し」のための知識・技術についても高度な介護の技術と

関連させながら回数を重ね、より専門的な知識・技術の習

得につなげていきたい。 

今後は、最新の介護技術や福祉機器の見学、新しい取組

を行う介護福祉施設等の見学を実施し、さらに生徒の知見を広め、福祉や介護への興味関心を高め

ていきたい。そして、感受性の豊かな高校生の時にしっかりと「利用者本位の介護」を考える機会

を与え、今の福祉の現状をより良くする方法を考え続ける、探究心の強い介護福祉士を育てていき

たい。 
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ソリューションフォーカスの視点に立つ 

スーパー・プロフェッショナル・ケアワーカーの育成 

＜授業＞ 

・生活支援技術（１～３年） 

・介護総合演習（１～３年） 

・介護過程  （１～２年） 

・コミュニケーション技術（２年） 

１年次    ＜心構えの体得＞ 

２年次       ＜基礎を充実＞ 

３年次     ＜実践力の向上＞ 

＜実習＞ 

・介護実習Ⅰ（１年次 140 時間） 

      （２年次 140 時間） 

・介護実習Ⅱ（３年次 175 時間） 

＜事業＞ 

・水無月のつどい     （１～３年） 

・西播磨総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ見学実習（１年） 

・西はりまﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ見学実習 （２年） 

・Welfare-Collection      （３年） 

指導法の研究 

生活支援技術の再構築 

人材育成 

基礎力 

実践力 

・課題研究 

 

＜基本技法＞ 

みる・きく・はなす 

書く・読む 

介護技術・技能 

の向上 

判断力 

の向上 

・楽ワザ介護  

・医療的ケア 

 （痰の吸引） 

シミュレータの活用 

 

・楽ワザ介護 

・オムツ研修 

・ＡＪＣＣ 

見学研修 

・介護技能 

コンクール 

・共同開発 

（CHARM Pad）

（DANCE SYSTEM） 

・介護過程の実践 

 

＜分析技法＞ 

集める⇔分析する 

    ↓ 

  抽出する 

＜専門技法＞ 

    実践 

 

仮説・計画  振り返り 

        ・評価 

・特別支援学校との共同学習 

思考力 

３ J （ 授 業 ・ 実 習 ・ 事 業 ） の 充 実 

＜基本技術＞ 

身体の動き、移動など 

＜応用技術＞ 

入浴、排泄、移動など 

＜支援技術＞ 

介護過程など 
・タブレットの活用 

 

・介護教室 ・ＩＣＦの視点 

・医療的ケア 

（経管栄養） 

シミュレータの活用 

 

・生活の理解 

 

・実習報告会 

・見学実習 ・たつの荘 

との交流 

・デイサービス 
・特別非常勤講師 

活用講座 

 

自信体得 


